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1.本学の映像教育の目標（『映像ﾒﾃﾞｨｱ論』『映像表現論』『ビデオ制作演習関係科目』）
(1)　現代人に必須な映像言語能力-映像メディア・リテラシーを獲得する。

(2) 鑑賞と創作の歓びを知り、人生を豊かに生きる力を身につける。

(3) 映像メディアを通じて社会や文化について考える力を身につける。
2.『映像メディア論』[必修・前期・２単位]　講義のねらいと概要
映像情報が洪水のように流されている現代において，賢いオーディエンスとして，映像メディアといかに能動的・創造的に関わっていく力を身につけていくかはきわめて大切なテーマである。そのためには，映像メディアの送り手の側のテクニックや発想などについても学び，これにたいする優れて批評的な洞察力―すなわち、メディア・リテラシーを養うことが重要である。

「映像メディア論」では，映像メディアと，その社会的影響力について学ぶ。映像メッセージがもたらす社会や個人の中のイメージ・価値観への影響力，教育や文化，政治や消費など，多様な分野における多様な映像メディアの現象面について論じる。また，映像メッセージの読解と評価について，具体的な映画作品をとりあげて鑑賞し，その内容について議論することでメディア・リテラシーの向上を図る。
3.『映像メディア論』　2007年度授業計画（シラバス）

	回
	日程
	授　業　内　容

	1
	4月14日（月）
	#1　ガイダンスにかえて　映画『カタプタリ』観賞　/　課題提示（観賞レポートを課す）

	2
	4月21日（月）
	#2  映像メディアの特性(1)  拡大する視覚と知覚　/　課題回収

	3
	4月28日（月）
	#3  映像メディアの特性(2) 　映像表現への知的好奇心

	
	5月5日（月）
	＜休日＞

	4
	5月12日（月）
	#4　映像メディアの特性(3) 　映像メディアによる教育

	5
	5月19日（月）
	#5　大衆社会と映像(1)  映像による大衆操作

	6
	5月26日（月）
	#6　大衆社会と映像(2)  映像メディアの攻防

	7
	6月2日（月）
	#7　映像作品鑑賞(1)　　『汝の敵日本を知れ』

	8
	6月9日（月）
	#8　映像作品鑑賞(2)　　『小さな留学生』

	9
	6月16日（月）
	#9　消費社会と映像(1)　 拡大される欲望と消費

	10
	6月23日（月）
	#10　消費社会と映像(2)　 視聴率をめぐる攻防/CM制作の舞台裏

	11
	6月30日（月）
	#11消費社会と映像(3)  コマーシャリズムの問題点

	12
	7月7日（月）
	#12 映像作品鑑賞(3)　　『ガンホー』　/　課題提示（試験にかえてレポートを課す）

	13
	7月14日（月）
	#13　まとめ：メディア・リテラシーを学ぶために　/　課題回収 /　授業評価ｱﾝｹｰﾄ

	


4.受講上の留意点

(1)配布物･･･ホール入口に出された授業用のレジュメ（プリント）と、出席カードを必ずとって入場してください。
＊レジュメ（プリント）のない週もありますが、出席カードは毎週必ず配布します。【4/21の授業から実施します】
(2)出席･･･出席カードに学籍番号・氏名、授業の中でのキーワード（指定のブランクに記入）、および授業の感想（質問・意見も含む）をすべて記入のうえ、授業後に、「出席ポスト」に入れて、退室すること。感想欄に空欄がある場合は、出席はカウントされないので注意すること。
　　○他者による代筆は厳禁。代筆した者・された者は単位を失うので注意すること。
　　＊電車の遅延や通院などの事情によって遅刻した場合は、その旨書き添えること。

　　＊個人的ﾒｰﾙ歓迎：回答を求めたい質問・意見については、伊藤研究室へﾒｰﾙすること。　ito@rsch.tuis.ac.jp

(3)ノートブックパソコンを開くことを禁じます（特に後列の人の映像鑑賞の妨げとなるため）

(4)成績評価・その他について
①出席率を最も重視して評価します（第11回までの出席率が3分の2未満＝7回以下は不可とする）。
②ほかに、授業中の課題（映画感想文などを予定）、および受講態度、試験（授業中に実施）の成績などから総合的に評価します。
③私語厳禁でお願いします。といっても無反応・無感動では困りますが･･･。態度不良者には退出を命じる。

④最初にごめんなさい：途切れる映像・明滅する照明・必ずしも良い環境ではないかもしれませんが、おつきあいのほど。なお、ホールの椅子・机、空調などの不具合があれば、出席ｶｰﾄﾞに記入してお知らせ下さい。

